
 

 
 

令和４年度 

「障がい者の生涯学習」に関する 

実態およびニーズ調査 

【概要版】 
 
 
 
 
 
 
 

１．調査の目的 

⼤分県に暮らす障がいがある⽅やその保護者、⽀援者等に対し、⽣涯学習に関する現状を把握すると
ともに、今後の県の取組に活かすことを⽬的としています。 

 
２．調査の対象 

①特別⽀援学校⾼等部３年⽣、保護者、教職員 ②公⽴社会教育関係施設 

③市町村の⽣涯学習担当課 ④障がい者就労⽀援施設 

 

３．調査の種類 

A：本⼈（障がい当事者）向けアンケート B：家族・職員・⽀援者等向けアンケート 

C：社会教育施設対象アンケート D：⽣涯学習担当部局⽤アンケート 

 

４．回収状況 

調査期間 令和４年９⽉８⽇（⽊）〜９⽉２８⽇（⽔） 
調査⽅法 郵送による調査票の配布・回収 

調査の種類 A B C D 
配布部数 851 467 222 18 
回収数 567 338 162 13 
回収率 66.6％ 72.4％ 73.0％ 72.2％ 

 

調査の概要 
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Ⅰ アンケート調査結果まとめ 

１．本人（障がい当事者）向けアンケート結果 

学びに関する状況 

 
過去 1 年間の学びの経験 

 
学びに取り組んだ理由 

 

16.0

49.9

31.6

39.7

39.9

47.3

22.6

18.5

36.9

24.9

42.5

14.6

19.8

25.6

30.7

15.3

33.2

53.6

19.8

37.0

31.2

23.8

36.7

23.6

19.0

26.8

31.9

16.6

29.5

26.6

10.2

11.6

12.0

11.1

10.4

10.6

12.3

11.3

13.9

11.5

1．学習活動への参加をしたいと

思ってもできないことがありますか

2．学びたいと思った時に

相談できる人はいますか

3．学ぼうとするときに手助けしてくれる人や

制度、システム、施設等がありますか

4．学ぶ場所に出かけていこうとする

気持ちがありますか

5．一緒に学ぶ友人や仲間がいますか

6．障がいのある人もない人も

一緒に学びたいと思いますか

7．学びに必要な費用（お金）が

負担になっていますか

8．外出すること自体が難しいと

思っていますか

9．学校卒業後も何らかの学びを

続けたいと思っていますか

10．障がいがあることで学ぶ場所に参加する

勇気が出ないことがありますか

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ わからない 無回答 n=567

28.2 

42.5 

27.9 

40.6 

29.1 

25.7 

29.3 

35.4 

3.7 

15.3 

11.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校で学んだ内容の維持や再学習に関する活動

余暇・レクリエーション活動

文化芸術活動

健康の維持・増進、スポーツ活動

個人の生活に必要な知識やスキル（技術）に関する学習

社会生活に必要な知識やスキル（技術）に関する学習

仕事のスキルアップや資格・免許取得など、

職業生活に関わる学習

仲間づくり、学習意欲を高めてくれる

人間関係などに関する学習

その他

特にしていない

無回答

全体(n=567)

（241⼈）

（160⼈）

（158⼈）

（230⼈）

（165⼈）

（146⼈）

（166⼈）

（201⼈）

（21⼈）

（87⼈）

（63⼈）

37.2 

23.2 

37.0 

18.3 

37.9 

29.5 

21.8 

26.5 

4.2 

11.7 

7.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

さまざまな学びや経験を通して成長するため

暮らしの中で生じる課題の解決を図るため

仕事において必要だと思ったから

地域や社会における活動に生かすため

健康の維持や増進のため

他の人と交流したり友人を得たりするため

教養を深め、人生や生活を豊かにするため

その活動が好き、または興味があったから

その他

特に理由はない

無回答

全体(n=427)

（159⼈）

（99⼈）

（158⼈）

（78⼈）

（162⼈）

（126⼈）

（93⼈）

（18⼈）

（50⼈）

（31⼈）

（126⼈）

学び（学習活動）について、「はい」
の割合が最も⾼いのは「学びたいと思
った時に相談できる⼈はいますか」
（49.9％）、「いいえ」の割合が最も⾼
いのは「外出すること⾃体が難しいと
思っていますか」（53.6％）、「わからな
い」の割合が最も⾼いのは「学ぼうと
するときに⼿助けしてくれる⼈や制
度、システム、施設等がありますか」
（36.7％）となっています。 

過去 1 年間の学び（学習活動）では、
「 余 暇 ・ レ ク リ エ ー シ ョ ン 活 動 」
（42.5％）の割合が最も⾼く、次いで
「健康の維持・増進、スポーツ活動」
（40.6％）、「仲間づくり、学習意欲を
⾼めてくれる⼈間関係などに関する学
習」（35.4％）となっています。 

 

過去 1 年間の学び（学習活動）に取
り組んだ理由では、「健康の維持や増進
のため」（37.9％）の割合が最も⾼く、
次いで「さまざまな学びや経験を通し
て成⻑するため」（37.2％）、「仕事にお
いて必要だと思ったから」（37.0％）と
なっています。 

※複数回答可

※複数回答可



2 

今後してみたいと思う学びについて 

 

 

 
 

今後、学びをする上で必要なもの 

  

24.2 

35.4 

29.3 

42.0 

33.3 

30.3 

28.6 

34.6 

1.9 

14.8 

14.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校で学んだ内容の維持や再学習に関する活動

余暇・レクリエーション活動

文化芸術活動

健康の維持・増進、スポーツ活動

個人の生活に必要な知識やスキル（技術）

に関する学習

社会生活に必要な知識やスキル（技術）

に関する学習

仕事のスキルアップや資格・免許取得など、

職業生活に関わる学習

仲間づくり、学習意欲を高めてくれる

人間関係などに関する学習

その他

特にない

無回答

全体(n=567)

（137⼈）

（201⼈）

（166⼈）

（238⼈）

（189⼈）

（172⼈）

（162⼈）

（196⼈）

（11⼈）

（84⼈）

（82⼈）

身体障がい

（視覚）(n=9)

身体障がい

（聴覚）(n=6)

身体障がい

（肢体不自由）(n=40)

身体障がい

（内部）(n=21)

知的障がい(n=275)

精神障がい(n=153) 発達障がい(n=95) 難病(n=9) その他(n=18)

36.5 

27.5 

39.2 

32.3 

27.7 

16.0 

4.6 

10.8 

9.9 

2.8 

5.5 

20.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

活動に関する情報

（どのような活動がいつどこであるのか、参加費など）

会場までの送り迎え

一緒に取り組む仲間や相談相手

家族や身近な支援者の理解

先生や指導者

先生や指導者以外にサポートしてくれるボランティア

文字通訳、手話、点字、ノートテイクなどの情報保障

建物やトイレなど、設備のバリアフリー

医療的ケア

活動用の補装具

その他

無回答

全体(n=567)

（207⼈）

（156⼈）

（183⼈）

（157⼈）

（91⼈）

（26⼈）

（61⼈）

（56⼈）

（16⼈）

（31⼈）

（114⼈）

（222⼈）

学校で学

んだ内容

の維持や

再学習に

関する活

動

余暇・レ

クリエー

ション活

動

文化芸術

活動

健康の維

持・増

進、ス

ポーツ活

動

個人の生

活に必要

な知識や

スキル

（技術）

に関する

学習

社会生活

に必要な

知識やス

キル（技

術）に関

する学習

仕事のス

キルアッ

プや資

格・免許

取得な

ど、職業

生活に関

わる学習

仲間づく

り、学習

意欲を高

めてくれ

る人間関

係などに

関する学

習

その他 特にない 無回答

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

今後してみたい学びでは、「健康の
維持・増進、スポーツ活動」（42.0％）
の割合が最も⾼く、次いで「余暇・レ
クリエーション活動」（35.4％）、「仲間
づくり、学習意欲を⾼めてくれる⼈間
関係などに関する学習」（34.6％）とな
っています。 

障がい種類別にみると、全体として
「健康の維持・増進、スポーツ活動」
の割合が⾼くなっています。 

今後学びをする上で必要なもので
は、「⼀緒に取り組む仲間や相談相⼿」
（39.2％）の割合が最も⾼く、次いで
「活動に関する情報（どのような活動
がいつどこであるのか、参加費など）」
（36.5％）、「家族や⾝近な⽀援者の理
解」（32.3％）となっています。 

※複数回答可

※複数回答可
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２．家族・職員・支援者等向けアンケート結果 

障がいのある方が次のようなことを学びたいと思った時、その情報は身近にあると思うかについて 

 

 

 

障がいのある方にとって、あると良いと思う生涯学習活動について 

 

 

 

60.4

42.3

41.7

61.5

60.9

19.5

28.4

25.4

18.9

18.3

18.0

27.2

30.8

17.8

20.1

2.1

2.1

2.1

1.8

0.6

1.「知りたいこと」「知識をつけたいこと」について

2.「身につけたい技術」について

3.「文化や芸術」について

4.「身体を動かすこと」「健康に関すること」について

5.「仲間と学び合うこと」「交流すること」について

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない わからない 無回答 n=338

11.5 

39.3 

22.8 

48.2 

32.0 

49.1 

32.0 

44.4 

13.6 

6.5 

0.9 

0.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

学校で学んだ内容の維持や再学習に関する活動

余暇・レクリエーション活動

文化芸術活動

健康の維持・増進、スポーツ活動

個人の生活に必要な知識やスキル（技術）に関する学習

社会生活に必要な知識やスキル（技術）に関する学習

仕事のスキルアップや資格・免許取得など、職業生活に関

わる学習

仲間づくり、学習意欲を高めてくれる人間関係などに関す

る学習

障がい者を支援する人材を育成するための学習

障がい者理解や権利擁護に関する学習

その他

無回答

全体(n=338)

（39⼈）

（133⼈）

（77⼈）

（163⼈）

（108⼈）

（108⼈）

（166⼈）

（150⼈）

（46⼈）

（22⼈）

（3⼈）

（2⼈）

身体障がい（視覚）(n=26) 身体障がい（聴覚）(n=22) 身体障がい（肢体不自由）(n=102) 身体障がい（内部）(n=22) 知的障がい(n=290)

精神障がい(n=93) 発達障がい(n=175) 難病(n=17) その他(n=5)

学校で

学んだ

内容の

維持や

再学習

に関す

る活動

余暇・

レクリ

エー

ション

活動

文化芸

術活動

健康の

維持・

増進、

スポー

ツ活動

個人の

生活に

必要な

知識や

スキル

（技

術）に

関する

学習

社会生

活に必

要な知

識やス

キル

（技

術）に

関する

学習

仕事の

スキル

アップ

や資

格・免

許取得

など、

職業生

活に関

わる学

習

仲間づ

くり、

学習意

欲を高

めてく

れる人

間関係

などに

関する

学習

障がい

者を支

援する

人材を

育成す

るため

の学習

障がい

者理解

や権利

擁護に

関する

学習

その他 無回答

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

障がいのある⽅にとってあると良
いと思う⽣涯学習活動では、「社会⽣
活に必要な知識やスキル（技術）に関
する学習」（49.1％）の割合が最も⾼く、
次いで「健康の維持・増進、スポーツ
活動」（48.2％）となっています。 

障がい種類別では、「⾝体障がい（視
覚）」「⾝体障がい（聴覚）」では「仲間
づくり、学習意欲を⾼めてくれる⼈間
関係などに関する学習」の割合が最も
⾼く、それ以外では「社会⽣活に必要
な知識やスキル（技術）に関する学習」
の割合が最も⾼くなっています。 

学習についての情報が⾝近にあるか
について、「ある」の割合が最も⾼いの
は『「⾝体を動かすこと」「健康に関す
ること」について』（61.5％）、「ない」
の割合が最も⾼いのは『「⾝につけたい
技術」について』（28.4％）となってい
ます。 

※複数回答可
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障がいのある方が生涯学習活動を続けていくことについて 

 

障がいのある方の生涯学習活動が行われる場として、今後増えていくと良いと思う場 

 

障がいのある方の生涯学習を充実させていくにあたって、県が優先的に取り組むべきだと思うこと 

  

8.3

7.4

5.6

3.0

7.7

7.1

5.9

13.3

15.1

9.8

24.3

44.1

30.2

27.2

30.8

28.7

19.2

33.4

40.2

38.2

35.8

24.9

32.0

39.1

30.5

33.1

36.1

25.7

20.4

22.2

9.8

8.9

9.5

15.4

10.7

15.1

27.2

9.8

14.8

7.1

19.5

12.1

20.4

13.3

18.6

14.2

9.8

16.0

8.0

21.3

2.4

2.7

2.4

2.1

1.8

1.8

1.8

1.8

1.5

1.5

1.学習活動への参加を妨げるものがある

2.学びたいと思った時に相談できる相手はいる

3.学ぼうとするときに手助けしてくれる人や制度、

システム、施設などの支援・サポートがある

4.学ぼうとする障がい者に対する社会の理解がある

5.学ぶ場に出かけていこうとする気持ちがある

6.一緒に学ぶ友人、仲間がいる

7.障がいのある人もない人も一緒に学ぶ機会がある

8.学びに必要な費用が負担になっている

9.外出すること自体に困難を感じる

10.障がいのある人自身に卒業後も

学びたいという意欲がある

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても思う 思う あまり思わない 思わない わからない 無回答 n=338

29.3 

18.9 

60.1 

32.5 

28.4 

41.4 

62.4 

23.1 

20.1 

26.6 

8.6 

2.4 

1.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自宅での学習活動（本、DVDなど）

テレビやラジオを活用した学習活動

インターネットを活用した学習活動

自分が卒業した学校の同窓会などが主催する学びの場

同好者が自主的に行っている集まり・サークル

職場の教育・研修

障がい福祉サービス事務所などの講座や余暇活動

公民館等の公的機関における講座や教室

図書館、博物館、美術館で行われる講座や教室

カルチャーセンター・スポーツクラブなど

民間の場で行われる講座や教室

大学や専修学校等で行われる講座や教室

その他

無回答

全体(n=338)

（99⼈）

（64⼈）

（203⼈）

（110⼈）

（96⼈）

（140⼈）

（211⼈）

（78⼈）

（68⼈）

（90⼈）

（29⼈）

（8⼈）

（5⼈）

56.2 

12.1 

29.3 

40.2 

53.8 

42.6 

39.9 

1.8 

0.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

障がいや障がい者に対する理解と合理的配慮の提供

障害者権利条約や障害者差別解消法等の

法律や制度の周知・理解

障がいのある人を対象とした講座や学習・

体験プログラムの提供機会の充実

障がいの有無に関わらず、誰もが参加できる講座や

学習・体験プログラムの提供機会の充実

障がいのある人の学びを支援する人たちを

増やしていく取組の充実

障がいのある人やその家族が学びの機会や

場についての情報が得られる仕組みづくり

障がいのある人やその家族が学びの機会や場

について相談できる体制づくり

その他

無回答

全体(n=338)

（190⼈）

（41⼈）

（99⼈）

（136⼈）

（182⼈）

（144⼈）

（135⼈）

（6⼈）

（1⼈）

障がいのある⽅が⽣涯学習活動を続
けていく上での思いでは、『思う：「と
ても思う」「思う」をあわせた割合』が
最も⾼いのは「外出すること⾃体に困
難を感じる」（55.3％）、『思わない：「あ
まり思わない」「思わない」をあわせた
割合』が最も⾼いのは「障がいのある
⼈もない⼈も⼀緒に学ぶ機会がある」
（63.3％）となっています。 

障がいのある⽅の⽣涯学習活動の実
施が増えると良い場としては、「障がい
福祉サービス事務所などの講座や余暇
活動」（62.4％）の割合が最も⾼く、次
いで「インターネットを活⽤した学習
活動」（60.1％）、「職場の教育・研修」
（41.4％）となっています。 

⼤分県で障がいのある⽅の⽣涯学
習を充実させるために優先的に取り
組むべきことでは、「障がいや障がい
者に対する理解と合理的配慮の提供」
（56.2％）の割合が最も⾼く、次いで
「障がいのある⼈の学びを⽀援する
⼈たちを増やしていく取組の充実」
（53.8％）、「障がいのある⼈やその家
族が学びの機会や場についての情報
が得られる仕組みづくり」（42.6％）と
なっています。 

※複数回答可

※複数回答可
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３．社会教育施設対象アンケート結果 

「障がい者の学び支援」に関わる経験について 

 

具体的に経験した学習支援について（「障がい者の学び支援」に関わる経験がある施設のみ回答） 

 

事業や講座の広報手段について（「障がい者の学び支援」に関わる経験がある施設のみ回答） 

 

障がいのある方の学び支援に関わる経験がないことの理由について 

  

25.9 71.0 3.1 全体(n=162)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経験がある 経験がない 無回答

（42） （115） （5）

14.3 

11.9 

40.5 

21.4 

11.9 

2.4 

14.3 

23.8 

23.8 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

学校で学んだ内容の維持や再学習に関する活動

余暇・レクリエーション活動

文化芸術活動

健康の維持・増進、スポーツ活動

個人の生活に必要な知識や

スキル（技術）に関する学習

社会生活に必要な知識や

スキル（技術）に関する学習

仕事のスキルアップや資格・免許取得

など、職業生活に関わる学習

仲間づくり、学習意欲を高めてくれる

人間関係などに関する学習

その他

無回答

全体(n=42)

（6）

（5）

（17）

（9）

（5）

（1）

（6）

（10）

（10）

（0）

31.0 

52.4 

45.2 

42.9 

4.8 

19.0 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

県や市町村広報紙

ポスター・チラシ

ホームページ・SNS（FacebookやTwitter等）

学校・障がい者団体等を通じて

家庭・個人へ直接連絡

その他

無回答

全体(n=42)

（13）

（22）

（19）

（18）

（2）

（8）

（2）

28.7 

11.3 

37.4 

51.3 

19.1 

13.0 

41.7 

35.7 

18.3 

7.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

障がいのある⽅へ施設の情報が届いていない

施設の情報がわかりにくい、
理解しにくいものになっている

障がいの有無にかかわらず参加可能な
講座内容となっていない

障がいの有無にかかわらず指導可能な
講師や指導者の確保、育成ができていない

施設職員の障がいに関する
理解が⼗分にできていない

教室・講座の受講者及び施設館利⽤者の
障がいに関する理解が⼗分にできていない

障がいのある⽅が使いやすい
施設・設備の整備が不⼗分である
筆談、要約筆記、⼿話通訳などの
意思疎通の配慮ができていない

その他

無回答

全体(n=115)

（33）

（13）

（43）

（59）

（22）

（15）

（48）

（41）

（21）

（9）

障がいのある⽅の学び⽀援の経験が
ない理由では、「障がいの有無にかかわ
らず指導可能な講師や指導者の確保、
育成ができていない」（51.3％）の割合
が最も⾼く、次いで「障がいのある⽅
が使いやすい施設・設備の整備が不⼗
分である」（41.7％）、「障がいの有無に
かかわらず参加可能な講座内容となっ
ていない」（37.4％）となっています。 

具体的に経験した学習⽀援では、「⽂
化芸術活動」（40.5％）の割合が最も⾼
く、次いで「仲間づくり、学習意欲を
⾼めてくれる⼈間関係などに関する学
習」「その他」（ともに 23.8％）、「健康
の維持・増進、スポーツ活動」（21.4％）
となっています。 

事業や講座の広報⼿段では、「ポスタ
ー・チラシ」（52.4％）の割合が最も⾼
く 、 次 い で 「 ホ ー ム ペ ー ジ ・ SNS
（Facebook や Twitter 等）」（45.2％）、
「学校・障がい者団体等を通じて」
（42.9％）となっています。 

障がいのある⽅の学び⽀援に関わる
経験では、「経験がある」（25.9％）、「経
験がない」（71.0％）となっています。 

※複数回答可

※複数回答可

※複数回答可

※（ ）は実数（館）
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４．生涯学習担当部局アンケート結果 

課主催の事業や講座における、障がいのある方の参加について 

 

 

障がいのある方が参加できる事業や講座を実施する理由について 

 

今後、障がい者の生涯学習を推進する上での課題について 

 

  

15.4 15.4 53.8 15.4 全体(n=13)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がい者および介助者を対象とした事業や講座がある（予定を含む）

障がい者も参加できる事業や講座がある（予定を含む）

障がいの有無を意識していない

障がい者の参加は基本的に受入れていない

無回答

（2） （2） （7） （2）

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

25.0 

25.0 

25.0 

50.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がい者の生涯学習として必要

国や県からの要請

特別支援学校や特別支援学級設置校からの要請

保護者からの要請

障がい当事者からの要請

市民からの要請

福祉団体や障がい者関係団体からの要請

施設・設備が整っているから

その他

無回答

全体(n=4)

（4）

（2）

（1）

（1）

（1）

（2）

（0）

（0）

（0）

（0）

61.5 

61.5 

84.6 

53.8 

53.8 

38.5 

15.4 

23.1 

46.2 

61.5 

30.8 

30.8 

46.2 

7.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がい者の生涯学習に関する体制（システム）の整備

関係部局や関係機関・団体等との連携

障がい者の生涯学習活動に関するニーズの把握

障がい者の生涯学習活動に関する事業・プログラム開発

講師及び指導者の確保・養成

特別支援学校との連携

生涯学習活動に関する情報提供

特別支援教育や障がい者福祉等に関する専門的知見を

有する、コーディネーター等の配置

生涯学習機会の充実

施設・設備の充実

専門職員（社会教育主事）の専門性の向上

障がい・障がい者理解

ボランティアの確保、養成

その他

無回答

全体(n=13)

（8）

（8）

（11）

（7）

（7）

（5）

（2）

（3）

（6）

（8）

（4）

（4）

（6）

（1）

（0）

事業や講座への参加では、「障がいの
有無を意識していない」（53.8％）の割
合が最も⾼く、次いで「障がい者および
介護者を対象とした事業や講座があ
る」「障がい者も参加できる事業や講座
がある」（15.4％）となっています。 

障がい者や介助者対象の事業や講座
がある施設での障がいのある⽅が参加
できる事業や講座を実施する理由で
は、「障がい者の⽣涯学習として必要」
（100．0％）の割合が最も⾼く、次い
で「障がい当事者からの要請」「その他」
（ともに 50.0％）、「市⺠からの要請」
「福祉団体や障がい者関係団体からの
要請」「施設・設備が整っているから」
（ともに 25.0％）となっています。 

今後、障がい者の⽣涯学習を推進す
る上での課題では、「障がい者の⽣涯
学 習 活 動 に関 す る ニ ーズ の 把 握 」
（84.6％）の割合が最も⾼く、次いで
「障がい者の⽣涯学習に関する体制
（システム）の整備」「関係部局や関係
機関・団体等との連携」「施設・設備の
充実」（ともに 61.5％）、「障がい者の⽣
涯学習活動に関する事業・プログラム
開発」「講師及び指導者の確保・養成」
（ともに 53.8％）となっています。 

※複数回答可

※複数回答可

※（ ）は実数（市町村）
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Ⅱ 総括 

障
が
い
当
事
者
及
び
家
族
・
職
員
・
⽀
援
者 

● 障
しょう

がい者
しゃ

本 ⼈
ほんにん

が学
まな

びたいと思
おも

った時
とき

に相 談
そうだん

できる⼈
ひと

はいるという割 合
わりあい

が⾼
たか

いものの、学
まな

ぼうとす
るときに⼿

て
助
だす

けしてくれる⼈
ひと

や制度
せ い ど

、システム、施設
し せ つ

等
とう

がわからないという回 答
かいとう

も多
おお

いことから、⼿
て

助
だす

けできる⼈ 員
じんいん

の確保
か く ほ

や制度
せ い ど

の 充 実
じゅうじつ

、 情 報
じょうほう

等
とう

を広
ひろ

く告知
こ く ち

できるシステムづくり、施設
し せ つ

の 環 境
かんきょう

整備
せ い び

などが必 要
ひつよう

と思
おも

われます。 
● 障

しょう
がい者

しゃ
本 ⼈
ほんにん

が学
まな

ぶ場
ば

、機会
き か い

に関
かん

する 情 報
じょうほう

について、『「⾝体
か ら だ

を動
うご

かすこと」「健 康
けんこう

に関
かん

すること」
について』は「⾝

み
近
ぢか

にある」の割 合
わりあい

が⾼
たか

くなっていますが、『「⽂化
ぶ ん か

や 芸 術
げいじゅつ

」について』は「⾝
み

近
ぢか

に
ない」及

およ
び「必 要

ひつよう
としていない・分

わ
からない」の割 合

わりあい
が⾼

たか
くなっていることから、「⽂化

ぶ ん か
や 芸 術

げいじゅつ
」

の学
まな

びの場
ば

づくりや広 報
こうほう

活 動
かつどう

が必 要
ひつよう

と 考
かんが

えられます。 
● ⽣ 涯

しょうがい
学 習

がくしゅう
を 妨

さまた
げるものとして、家族

か ぞ く
・ 職 員

しょくいん
・⽀援者

しえんしゃ
等
とう

からは「機会
き か い

や場
ば

の 提 供
ていきょう

、 交 流
こうりゅう

の場
ば

がない」「⾦ 銭 ⾯
きんせんめん

、交 通
こうつう

⼿ 段
しゅだん

、移動
い ど う

⼿ 段
しゅだん

の確保
か く ほ

（肢体
し た い

不⾃由
ふ じ ゆ う

）」「個別
こ べ つ

の 障
しょう

がい程度
て い ど

に応
おう

じた学
がく

習
しゅう

ではない」「特 性
とくせい

にそれぞれ⾒
み

合
あ

ったサポート体
たい

制
せい

がない」「⽀援者
しえんしゃ

不⾜
ぶ そ く

、 障
しょう

がいを理解
り か い

して指導
し ど う

で
きる⼈

ひと
がいない」という意⾒

い け ん
もあり、 障

しょう
がい者

しゃ
のニーズや特 性

とくせい
にあった 学 習

がくしゅう
内 容
ないよう

の 提 供
ていきょう

や
⽀援者
しえんしゃ

のサポート体 制
たいせい

の 充 実
じゅうじつ

、県
けん

・国
くに

の機関
き か ん

や⽀援員
しえんいん

の連 携
れんけい

体 制
たいせい

等
とう

も求
もと

められています。 
● 障

しょう
がい者

しゃ
本 ⼈
ほんにん

が学
まな

びの活 動
かつどう

全 般
ぜんぱん

についてのその他
た

の意⾒
い け ん

として「他⼈
た に ん

と会
あ

いたくない」「知
し

ってい
る⼈

ひと
がいると嫌

いや
。話

はな
しかけられたくない」、「 障

しょう
がい者

しゃ
を変

へん
な⽬

め
で⾒

み
ないところなら、何

なん
でもやりた

い」「特
とく

に精 神
せいしん

は⾒
み

た⽬
め

でわからない⼈
ひと

も多
おお

い」等
とう

の意⾒
い け ん

もあることから、健
けん

常 者
じょうしゃ

の 障
しょう

がいや 障
しょう

がい者
しゃ

への理解
り か い

推 進
すいしん

が求
もと

められています。 

社
会
教
育
施
設 

● 障
しょう

がいのある⽅
かた

の学
まな

び⽀
し

援
えん

の経 験
けいけん

がない理由
り ゆ う

では、「 障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず指導
し ど う

可能
か の う

な講師
こ う し

や
指導者
しどうしゃ

の確保
か く ほ

、育 成
いくせい

ができていない」の割 合
わりあい

が 最
もっと

も⾼
たか

く、次
つ

いで「 障
しょう

がいのある⽅
かた

が使
つか

いやすい
施
し

設
せつ

・設備
せ つ び

の整備
せ い び

が不 ⼗ 分
ふじゅうぶん

である」、「 障
しょう

がいの有無
う む

にかかわらず参加
さ ん か

可能
か の う

な講座
こ う ざ

内 容
ないよう

となっていな
い」となっているため、指導者

しどうしゃ
の確保

か く ほ
・育 成

いくせい
、施設

し せ つ
の整備

せ い び
、講座

こ う ざ
内 容
ないよう

の 充 実
じゅうじつ

が求
もと

められています。 
●事 業

じぎょう
や講座

こ う ざ
の広 報

こうほう
活 動
かつどう

についても、「ポスター・チラシ」「ホームページ・SNS」「学 校
がっこう

・ 障
しょう

がい者
しゃ

団 体
だんたい

等
とう

を通
つう

じて」や「公
こう

⺠
みん

館
かん

だより」「社 会
しゃかい

福 祉 協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

にチラシ配置
は い ち

」等
とう

を ⾏
おこな

っているものの、
「広 報

こうほう
していない」という意⾒

い け ん
もあることから、広 報

こうほう
活 動
かつどう

の更
さら

なる推 進
すいしん

が必 要
ひつよう

と思
おも

われます。 

⽣
涯
学
習
担
当
部
局 

●今後
こ ん ご

、 障
しょう

がい者
しゃ

の ⽣ 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

を推 進
すいしん

する上
うえ

での課題
か だ い

では、「 障
しょう

がい者
しゃ

の ⽣ 涯
しょうがい

学 習
がくしゅう

活 動
かつどう

に関
かん

す
るニーズの把握

は あ く
」の割 合

わりあい
が 最

もっと
も⾼

たか
く、次

つ
いで「 障

しょう
がい者

しゃ
の ⽣ 涯

しょうがい
学 習

がくしゅう
に関

かん
する体

たい
制
せい

（システム）
の整備

せ い び
」「関 係

かんけい
部 局
ぶきょく

や関 係
かんけい

機関
き か ん

・団 体
だんたい

等
とう

との連 携
れんけい

」「施設
し せ つ

・設備
せ つ び

の 充 実
じゅうじつ

」となっており、その他
た

と
して「 障

しょう
がい者

しゃ
の 欲 求

よっきゅう
に気

き
づきにくい部

ぶ
分
ぶん

でもあるので、ぜひ⾃治体
じ ち た い

の事 業
じぎょう

への理解
り か い

と事 業
じぎょう

推 進
すいしん

の姿勢
し せ い

が必 要
ひつよう

であると 考
かんが

える」という意⾒
い け ん

もみられました。 
● 障

しょう
がい者

しゃ
の ⽣ 涯

しょうがい
学 習

がくしゅう
活 動
かつどう

のニーズを把握
は あ く

し、体 制
たいせい

を 整
ととの

えるためにも、 障
しょう

がい特 性
とくせい

の理解
り か い

等
とう

を 促
うなが

すための 研 修
けんしゅう

や⼈ 材
じんざい

の確保
か く ほ

等
とう

が必 要
ひつよう

と思
おも

われます。 
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